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環 日本海の ア イデン テ ィ テ ィ 形成の 問題

ラ マ シ ェ バ ・ユ ー リヤ 噺 潟大学大学院生〉

　 「環バ ル ト海」 と聞く と、多 くの 人が ハ ン ザ同

盟 を思い 出す。無論、ハ ン ザ時代 は 自巾貿易、民

主主義 、 平和 の 時代、文化、経済、政治 の 繁栄時

代で あ り、
バ ル ト海の 歴史上

一
番有名な時代 で も

あ るで あ ろ う。

　 バ ル ト海 は 、 古来 「海上 の道」で あっ た。バ ル

ト海交流 史は 8 世紀 の ヴ ァ イ キ ン グ時代か ら始ま

っ た 。 ヴ ァ イキ ン グ は 海賊で あっ た が 、同時に琥

珀や 毛皮 の 貿易 を行 い
、 通商な ど に よ っ て ス カ ン

デ ィ ナ ヴ ィ ア とバ ル ト海 の 南海岸 を結び つ け た 。

9世紀に ヴ ァ イキ ン グの
一

団 の ル
ーシ 族 は 、 東方

へ 進 ん で 、後に ロ シ ア となる ノ ヴ ゴ ロ ド公 国を建

て た 。
ハ ン ザ時代と同様 に、ヴ ァ イキ ン グ 時代も

3Lif紀 くらい 続 い た 。 11世紀 に ヴ ァ イ キ ン グ の 活

動の動 きは衰微 した 。 次 の 交流 の 時代は チ ュ
ート

ン騎士団や ドイ ツ 人商人に よっ て つ くられ た 。

　 で は 、ヴ ァ イキ ン グ時代、ハ ン ザ時代 と 共 に 、

バ ル ト海を平和と協力 の 地域 に変えた と言 える で

あ ろ うか 。 ヴ ァ イキ ン グ の こ ろ はい うまで もな く、

ハ ン ザ の 時代に も戦争が続い て い た 。 そ して 、ス

ウ ェ
ーデ ン、ロ シ ア、ポ

ー
ラ ン ドと ドイ ツ の 戦争

も有名で ある 。 第
一
次 大戦 も第 二 次大戦 も、バ ル

ト海の 国を巻 き込ん だ。しか し、い まは戦 争で は

な く、
ハ ンザ同盟 を思 い 出す時 で ある 。

　 そ の
一つ の 目的は、環バ ル ト海に おけ る協力を

促 進す る た め だ と思 う。グ ル ープ ・ア イデ ン テ ィ

テ ィ と協 力 の 関係は まだ議論中で あ る が、既に明

らかに なっ た こ ともある 。 例えば、同 じア イデ ン

テ ィ テ ィは グ ル ープ ・メ ン バ ーの相互信頼性 を高

め る こ と に よ っ て協力 を支え る。  ア イデ ン テ ィ

テ ィ は作 られ る とい う意見が強 い 。一方で 、  人

の ア イ デ ン テ ィ テ ィ は 生 まれ つ きの 特 徴 で あ る か

ら、
一

生変わ ら な い とい う意見 もあ る。そ の 代 わ

りに、  人 は 自分の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を自由 に 選

ぶ こ と が で きる と い う意 見も あ る。Hofstcdeが 作

っ た メ ン タ ル ・マ ッ プ （mental 　 map ； 精神図）

に よる と、人 の ア イデ ン テ ィ テ ィ は 三 つ の 部分 か

らな る u 個 人的 な （individuaD 部分 は 自分 だけ

の 経 験 に よ っ て 形 成 さ れ る 。 集 団 的 な

（collective ）ア イ デ ン テ ィ テ ィ は 社会や 周辺 の 人 、

他 人 か ら 届 く情 報 の 影 響 を 受 け る 。 万 人

（universal ） の 部分は、全 て の 人間 の 共通価値 観

をさす 。 万人 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ は 人間の 基礎 だ

か ら変わ らな い で あ ろ うが、個人的 な ア イ デ ン テ

ィ テ ィ を自分 で 形 成 し、集団的な ア イ デ ン テ ィ テ

ィ は社会に形成 される こ と にな る 。

　そ こ か らア イデ ン テ ィ テ ィ形成 の 二 つ の 可能性

が 見ら れ る 、，
一

つ は 、個人的 な経験 を豊富 に し、

こ の 地域をなす外国の 文化、人、歴 史 に 直接触 れ

る機会を作る こ とで ある。もう
一

つ は、社会 的な

影響手段を通 じて 集団意識 に 影響 を与 え る こ と で

あ る 。 様 々 な教育機関や マ ス コ ミ は 常 に 私 た ち の

意識 に影響を与え る。教育や マ ス コ ミ の 情報 は 国

家に よ っ て 管理 さ れ る の で 、私た ち は 国家方針 に

従 っ て考えて い くこ とに な る。集団ア イデ ン テ ィ

テ ィ形成の メ カ ニ ズ ム は 既 に構築され て い る 。 特

に 「集団記憶」（collective 　memory ）が よ く用 い

られ る 。 それ は私た ちの 思 い 出 の
一一

部と して の 意

味 を持つ
。 個人的な思 い 出で はな い が、他 人 （存

在 しな い 人 で もい い ） の 思 い 出 を自分 の もの の よ
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うに受け入れ、区別 で きな くな る ほ ど強 い 影響手

段 で ある 。 例 えば、 8 世紀 に 住 ん で い な くて も、

ヴ ァ イキ ン グ映画 を見 た ら自分 が そ こ に い た よ う

に感 じる 。

　前述 の よ うに、ハ ン ザ を思 い 出 させ た り、第二

次世界大戦 や 冷 戦 を忘 れ させ た りする環バ ル ト海

の 国家や 自治体 は、協力 を促すた め に情報を 流 し、

若者 を海外旅行 に招 き、人 々 の共通 ア イ デ ン テ ィ

テ ィ の 基盤 をつ くっ て い る 。 なぜ 環 日本海経済圏

は こ の 傾向に カ を注が な い の か 。

　環 日本海の 国 々 は 、逆 に ナ シ ョ ナ リズ ム を育 ん

で い る よ うに見 える 。 ま た 、環 日本海 の 国 々 は協

力関係 よ りも む し ろ 競 争関係 に あ る と思 わ れ る。

「日本海で は 冷戦 が 終 わ っ て い な い 」 と よ く言わ

れ る が 、こ の 終 わ っ て い な い 冷戦 の 大部分は 人 の

頭 の なか で 続 い て い る の で はな い か。日本と韓国 、

中国、ロ シ ア の 問 の 領土問題 、北朝鮮の 核兵器 、

日本 の 戦争責任 は、忘 れずに マ ス コ ミで 取 り上げ

ら れ、中国 や 韓 国 の 対 日デ モ は そ の 結果の よ うに

思 わ れ る 。 こ の よ うな問題 は バ ル ト海に も存在す

る 。 例 えば 、領 土問題 も、 ドイツ の 戦争責任の 問

題 も、 ソ 連 の 飛 び 地 で あ る カ リーニ ン グ ラードの

核兵器 の 問題 もあ る。だが、バ ル ト海を囲 む 国家

は 、日本海 の 国 々 の ように興奮は しない
。 む しろ 、

安保 の 問題 を無視 しようとして い る 。 1司じ 問題 で

も、集 団 ア イ デ ン テ ィ テ ィ へ の 影響に よ っ て社会

の 態度 は 違 う。 例 えば、日本の 北方領土問題 は ロ

シ ア で は冷静に 捉 え ら れ て い る の で 、日本に対 し

て の 苫情は な い
。

　 「目本 海 に は ハ ン ザ が なか っ た の で 、交流 史 も

な く、協力 に 慣 れ て い な い 」 と い う意見 もあ る。

確 か に ハ ン ザ時代 に は、中国 や 韓国 をモ ン ゴ ル 人

が 侵略 した こ とや、日本国内 で 戦争が起 こ っ た こ

とが あ っ た 。 しか し、熱心な交流 の 時代はそ の前

に は あ っ た 。 5 世紀か ら11世紀 に かけて、中国を

中心 とする北東ア ジ ア に は 華や か な時代があ っ

た。特に渤海国時代は 、 貿易や外交が積極的に行

われた時代であ っ た 。 そ の 時 、
ロ シ ア と い う国 は

まだ存在 しなか っ た が 、 渤海国 の 北 は今 日の ロ シ

ア の 沿海州に なっ て い る 。 渤海国 の 歴 史は 、
ロ シ

ア沿海州で は広 く知 られ て い る 。

　環 凵本海の 共通 ア イデ ン テ ィ テ ィ を作 ろ うとす

れ ば 、 思 うよ り難 しい はずはな い 。 しか し、なぜ

か今 の と こ ろ は、それ は望 まれ て い な い か の よう

で ある 。 む しろ、日本海 の 国家 の 問で は、愛国主

義が い ちば ん大事 の よ うに見える 。 そ の ため、自

国を他国か ら引 き離そ うとして い る 。 母 国を犠牲

者に見せ る戦争の 物語 、領土 問題 、拉致事件を上

手に使 っ て い る 。 しか し、集団 ア イ デ ン テ ィ テ ィ

の こ の ような影響 を受けた として も、個人 的な経

験 を通 じて 環 日本 海ア イデ ン テ ィ テ ィ が 作 られ る

か も しれ ない 。 そ の ため に私たち環 日本海の人 々

は努力 しなければな らな い 。 時間はかか る が、千

里 の 道 も
一

歩 より始 まる 。

● 一 COMMENT

　 ラ マ シ ェ バ 氏 の 報告は 、「環バ ル ト海」と の 比

較 か ら環 日本海 の ア イデ ン テ ィ テ ィ 形成につ い て

の 議 論 を進 め ようと して い た 。 そ の際に 、 「環 バ

ル ト海」 には、ハ ン ザ同盟 を代表とする交流 の 歴

史が あ り、一
方で、環日本海に お い て も、 古くは

交流 の 歴 史が ある に もか か わ らず 、 共通 の ア イ デ

ン テ ィ テ ィ が 形成され て い ない と指摘 された 。 お

一一一 一一一一一
●

志 摩 園 子 昭 和女 r一大学）

そ ら く、ラ マ シ ェ バ 氏が報告の 際言及し て い た 執

筆 中 の 論文 で は、海を通 じた歴 史的な交流が 「環

バ ル ト海」 地域 で は、現在で は協力へ とつ なが っ

て い るに もかかわ らず、環 日本海地域で は 、 協力

を促す よ りもむ しろ競争や 対立 の 場となっ て い る

の はなぜ か、また、こ の課題を解決する た め に は

どうした らよい の かを検討して い る の で あろ う。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


